
 

 

 

よりみちコラムの 11月号を担当させていただく、岩手県立療育センターの村松です。出勤路などでタイヤ 

交換の広告を目にする機会が多くなり、冬が近づいていることを感じながら過ごしておりますが、皆様はいかが 

お過ごしでしょうか。 

私は発達障害領域のトピックスを２点お伝えさせていただきます。 

1.「全国的なトピックス」です。 

文部科学省が通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査をした結果、 

「学習面または行動面で著しい困難を示す」児童は 2022年の調査で 8.8％を示しました。１０年前の2011 

年が 6.5％であり、少子高齢化社会が進む中で義務教育を受けるこどもたちが減少しているものの、特別な 

教育的支援を必要とする児童は増加していることが明らかになりました。県内も同様に発達のサポートを必要 

とする児童は増えている現状があります。詳細については文部科学省のHP をご確認ください。 

2.「県内の療育のトピックス」です。 

2022年 9月 15日 「岩手県医療的ケア児支援センター」が岩手県保健福祉部障がい保健福祉課に開 

設されました。相談の窓口はみちのく療育園メディカルセンターです。医療的ケア児とは日常生活および社会 

参加を営むために恒常的に医療的ケアを受けることが不可欠である児童です。県内でも在宅で過ごされてい 

る医療的ケア児が増えており、作業療法士としての関わりも求められています。詳細については添付している 

リーフレットや岩手県のHP をご確認ください。 

最後になりますが近年、作業療法士が児童発達支援事業所や放課後等デイサービスなどで働く方が急増 

しており、発達のサポートが必要なお子さん、医療的ケア児を療育施設のみでなく、地域で関わることが求めら 

れています。子どもたちのより良い発達のためには職場や職種の垣根を越えた支援が必要であり、「よこなら 

び」の関係で連携してきたいと思いますので今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

今回の担当：村松 海輝 

書いた日：2023年 11月 1日 


